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Abstract
We attempt to make an eLearning system for supplementary lesson for Mathematics. In this paper, we analyze the 
results of the supplementary lessons for mathematics in 2013 and 2014, and discuss usefulness of our eLearning 
system in the case study of the students who are not good at Mathematics. 








































参加が多い。2013 年度は「数学」履修 1 年生
の 25％が、2014 年度は 41％が eLearning に参
加した。自由参加のため、学力的に多様な学生
が参加している。










2013 年度では、教養科目「数学」履修 1 年
生の 18％、2014 年度では 21％が不得意な学生
である。
内訳は、2013 年度では、中 3 レベルが 4 人、
高 1 レベルが 8 人、高 2 レベルが 9 人の計 21
人である。2014 年度では、中 3 レベルが 3 人、























































































eLearning 受講ありの学生のうち、高 2 レベ
ルにある 2 名はテストの素点が中央値より上位




eLearning 受講ありは 3 名である。受講者が
少ないのではっきりは言えないが、受講するこ
とに効果があると推測される。
図 3 に 2014 年度の結果を示す。
eLearning 受講ありの学生のうち、高 2 レベ























































また、高 1 レベルの 5 名のうち、4 名が素点
の中央値よりも上位に、1 名が下位にある。












































































2013 年度、2014 年度とも eLearning 受講あり・
なしであまり差がなかった。
それに対して、事後の教養「数学」の素点で
は、2013 年度は eLearning 受講ありが eLearning




年度が 3 人、2014 年度が 7 人と少ないので、
平均点の差の検定をすることができない。
表 1 に、2013 年度の eLearning 受講あり・な
し別に、教養「数学」の素点の中央値より上位
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